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９月議会 
9/18～10/1 広島市議団ニュース 

文
教
委
員
会 

９
月
30
日 

  

村
上
あ
つ
子
議
員
の
質
問 

第5回 公共事業見直し委員会 
開催のご案内 
 
10月14日（火） 午前９時半から正午まで 

広島市役所 本庁舎２階 講堂にて 

午前９時から傍聴受付 先着２０人 

障害児の放課後や休日の充実支援を 
 

村上議員は、障害児の放課後や休日の過ごし方の問題につ

いて、①「市立養護学校児童生徒の地域活動推進事業」をどのよ

うに発展させているか、②市立養護に留守家庭子ども会をつくっ

てほしいという要望への対応について質問しました。 

①について市は、土曜日や長期休暇に公民館等で活動して

いる地域活動推進運営委員会（地域の障害児を中心とした小グ

ループの団体）への助成制度を今年度新設し、１グループにつき

活動費の2分の１（上限10万円）を補助していると答えました。村

上議員は、「グループに一人でも市立養護の生徒がいなければ

助成の対象外」となっている現行制度の改善を求めました。 

②については、関係部局と協議研究すると答えました。 

「
変
更
許
可
基
準
」の
緩
和
で 

通
学
距
離
の
問
題
は
解
決
で
き
る 

  

市
教
育
委
員
会
は
、
従
来
の
学
区
に
と
ら
わ

れ
ず
に
小
中
学
校
を
選
べ
る
通
学
区
域
の
弾

力
的
運
用
に
つ
い
て
、
「通
学
区
域
弾
力
的
運

用
検
討
委
員
会
」（
大
学
教
授
、
小
中
学
校
校

長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
団
体
関
係
者
、
公
募
し
た

市
民
ら
13
人
で
構
成
）を
設
置
し
て
検
討
を

す
す
め
て
お
り
、
来
年
３
月
ま
で
に
提
言
を
ま

と
め
る
予
定
で
す
。 

 

村
上
議
員
は
、
市
教
委
が
幼
稚
園
や
小
学

生
の
保
護
者
約
２
千
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
対
し
、同
委
員
会
で
出
さ
れ
た

小中学校通学区域の弾力的運用 

広く市民意見の反映を 

「通学区の弾力運用はランク付けに

なりかねない」と6月議会でも指摘 
 
村上議員は今年6月議会・文教委員会でも

通学区域の弾力的運用について質問。 

デラックス校舎の中学校に希望者が殺到し

た一方で、入学者がわずか９人の中学校もあっ

た東京都の事例を紹介。「学校選択制は学校

のランク付けになりかねない」と指摘し、現在で

も「指定学校変更許可基準」に基づき、５％の生

徒が学区外に通学していることをあげ、同基準

の改善を提案しました。 

市が実施した保護者2000人アンケート……約65％が通学区域の弾力的運用を求める 

市が公募した市民意見……20件の意見のうち、17件が「期待する」、３件が「慎重に」 

意
見
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

 

市
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
対
し
同
委
員
会

で
、
「近
く
に
学
校
が
あ
る
場
合
は
、
近
く
の
学

校
に
行
く
こ
と
を
認
め
て
は
ど
う
か
」
「
不
登

校
を
減
ら
す
た
め
に
は
良
い
と
思
う
」
「地
域

と
学
校
の
関
係
を
考
慮
し
つ
つ
進
め
る
べ
き
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
と
報
告
し
ま
し
た
。 

 

村
上
議
員
が
、
「市
民
と
市
政
」や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
募
集
し
た
市
民
意
見
や
、
文
教
委
員

会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
同
委
員
会
へ
反
映
す

る
よ
う
求
め
た
の
に
対
し
、
市
も
反
映
し
て
い

く
考
え
を
示
し
ま
し
た
。 

 

村
上
議
員
は
、
「現
行
の
指
定
学
校
変
更
許

可
基
準
を
緩
和
す
れ
ば
、
距
離
の
問
題
は
解

決
す
る
」と
６
月
議
会
に
引
き
続
き
指
摘
し
ま

し
た
が
、
市
は
、
「
住
所
に
よ
っ
て
学
校
を
指
定

す
る
制
度
を
組
み
直
す
。
学
校
選
択
枠
の
拡

大
が
目
的
」と
答
え
ま
し
た
。 

子ども「平和への誓い」 
小学生へパンフ配布を 
 

 今年の平和記念式典では、秋葉

市長の「平和宣言」とともに、子ども

の「平和への誓い」が大きな感銘を呼びました。 

 「平和への誓い」は、市教委が市内の小学校６年

生から作文を募集し、優秀作品に選ばれた20人の

子ども代表が話し合ってまとめたものです。 

 村上議員は、市教委が中学２、３年生に「平和宣

言」をパンフで配布しているように、「平和への誓い」

もせめて小学校５、６年生全員に配布してほしいと

要望。市は検討を約束しました。 



市 

「
運
行
開
始
後
も
引
き
続
き
住
民
の
声
を

聞
い
て
い
く
」 

 
９
月
議
会
に
は
、
11
月
末
で
廃
止
と
な
る
Ｊ
Ｒ
可
部

線
（
可
部
―
三
段
峡
間
）の
廃
止
に
伴
っ
て
12
月
１
日

か
ら
運
行
さ
れ
る
代
替
バ
ス
の
補
助
費
（
バ
ス
購
入
費
、

バ
ス
停
の
標
識
、運
転
手
の
待
機
所
の
設
置
費
）と
し
て
、

７
１
１
万
２
千
円
が
補
正
予
算
で
計
上
さ
れ
ま
し
た
。 

代
替
バ
ス
路
線
の
運
行
計
画
は
、
国
や
県
、
沿
線
自

治
体
な
ど
で
構
成
す
る
可
部
線
代
替
交
通
確
保
調
整

協
議
会
が
協
議
し
た
も
の
で
す
。 

村
上
議
員
は
、
「こ
の
運
行
計
画
で
は
、
部
活
が
終

わ
っ
て
か
ら
の
下
校
や
勤
務
帰
り
に
不
便
と
の
声
が
あ

る
。
こ
の
運
行
計
画
で
住
民
の
生
活
の
移
動
手
段
が
充

分
確
保
で
き
る
と
判
断
し
て
い
る
の
か
」と
市
の
見
解

を
た
だ
し
ま
し
た
。 

池
上
義
信
道
路
交
通
局
長
は
、
「運
行
計
画
は
Ｊ
Ｒ

可
部
線
や
在
来
バ
ス
の
利
用
実
績
、
地
元
住
民
の
意
見

な
ど
を
踏
ま
え
て
調
整
し
た
も
の
」

と
述
べ
、
運
行
開
始
後
も
引
き
続
き

関
係
住
民
の
声
を
聞
い
て
い
く
考
え

を
示
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
村
上
議
員
は
、
今
回
の
補
助

費
は
代
替
バ
ス
の
運
行
を
立
ち
上
げ

る
た
め
の
も
の
と
確
認
し
た
う
え

で
、「今
後
の
運
営
に
対
す
る
補
助
は

ど
う
な
る
の
か
。
赤
字
を
理
由
に
バ

上
下
水
道
委
員
会 

９
月
29
日 

  

村
上
あ
つ
子
議
員
の
質
問 

市
民
に
わ
か
り
や
す
い
下
水
道
へ
工
夫
を 

 

上
下
水
道
委
員
会
で
下
水
道
局
は
、
今
年
度
末
（
04
年

３
月
）
に
は
市
街
化
区
域
内
の
汚
水
整
理
が
ほ
ぼ
完
了
す
る

見
込
み
で
あ
り
、
そ
の
後
、
新
た
な
下
水
道
施
策
を
展
開
す

る
た
め
に
「ひ
ろ
し
ま
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」を
広
く
市
民
に
知

ら
せ
て
い
く
と
の
考
え
を
示
し
、
そ
の
具
体
策
と
し
て
、
①

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
②
「出
前
講
座
」
の
積
極
的
な
取
り

組
み
、
③
「下
水
道
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
募
集
し
（
９
月
末
締

切
）
、
市
民
意
見
を
集
約
す
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
ま
し
た
。 

村
上
議
員
は
、
下
水
道
事
業
は
地
中
工
事
が
主
で
、
市

民
の
目
に
見
え
に
く
い
と
指
摘
し
、
合
流
式
下
水
道
の
改
善

事
業
と
し
て
現
在
建
設
中
の
新
千
田
ポ
ン
プ
場
を
例
に
挙

げ
、
「
事
業
内
容
を
市
民
が
よ
り
理
解
で
き
る
よ
う
、
管
内

を
流
れ
る
雨
水
や
汚
水
が
見
え
る
工
夫
が
で
き
な
い
か
」と

提
案
し
ま
し
た
。 

下
水
道
局
は
、
「市
民
に
わ
か
り
や
す
く
す
る
こ
と
は
懸

案
事
項
で
あ
り
、
検
討
し
て
い
き
た
い
」と
答
え
ま
し
た
。 

ひ
ろ
し
ま
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン 

広
島
市
基
本
構
想
や
第
４
次
広
島
基
本
計
画
（
99
年

に
策
定
し
た
２
０
１
０
年
ま
で
の
10
か
年
基
本
計
画
）
を

踏
ま
え
、
下
水
道
が
目
指
す
べ
き
基
本
的
な
方
針
等
を
体

系
的
に
整
理
し
た
も
の
。
（
下
水
道
局
資
料
よ
り
） 

村
上
あ
つ
子
議
員
の
質
疑 

本
会
議 

９
月
26
日 

ス
会
社
が
撤
退
し
な
い
保
障
は
あ
る
の
か
」と
質
問
し
ま

し
た
。 

 

池
上
道
路
交
通
局
長
は
、「生
活
交
通
と
し
て
の
バ

ス
運
行
に
は
欠
損
額
に
応
じ
て
国
、県
、関
係
市
町
村
が

補
助
し
、
路
線
の
維
持
を
図
る
こ
と
が
制
度
化
さ
れ
て

い
る
」と
述
べ
、こ
の
補
助
制
度
に
基
づ
き
、運
営
に
対
す

る
補
助
費
を
来
年
度
予
算
に
計
上
す
る
予
定
で
あ
る

と
説
明
。
ま
た
、
運
行
計
画
を
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
「生
活
交
通
の
確
保
が
で
き

る
よ
う
、
バ
ス
事
業
者
と
協
議
す
る
」と
答
え
ま
し
た
。 

ＪＲ西日本は、赤字を理由に可部線（可部―三段峡間）

の廃止を決定。昨年11月末に届出をしており、その１年後

にあたる今年11月30日を最後に廃止となります。 

可部線の廃止は、鉄道事業の参入・撤退を原則自由

化した「改正鉄道事業法」の施行（2000年3月）後、全国で

初めてとなります。 

４年前にＪＲ西日本が突然、可部線の廃止計画を表明

して以降、沿線住民の生活を守るため、可部線の存続を

求める運動が繰り広げられ、沿線自治体でつくる「対策協

議会」（会長：秋葉市長）と住民が、存続にむけて様々な

取り組みを展開してきました。 

本会議で質疑する村上あつ子議員 

  

Ｊ
Ｒ
可
部
線
廃
止
後
の 

     

代
替
バ
ス
運
行
に
つ
い
て 

代替バスの運行は 

住民を第一に考えて！ 


